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1　は　じ　め　に

マレック病Marek’s disease（MD）は，鶏にウイル
ス誘発性腫瘍（リンパ腫）を発生させることで，養鶏産
業における生産性の低下を招く重要な感染症である．
MDは，1907 年にハンガリーの研究者マレックにより
初めて報告され［14］，その後MDは世界中で発生して
いることが判明した．1967 年にMDの原因となるウイ
ルス（MDV）が分離されたことが契機となり［3］，ワ
クチンの開発がなされた．ワクチンの普及によってMD

の発生は大幅に減少したが，現在でもMDの発生は続
いている．家畜伝染病予防法により，MDは鶏とうず
らを対象とする届出伝染病に指定されている．MDに関
する優れた総説は数多く報告されているため［5, 9, 10, 
16, 20, 23, 24］，本稿では臨床現場で問題となるMDの
病理発生と診断を中心に解説する．

2　近年のMD発生状況

厚生労働省が公表する近年の食鳥検査成績（本資料で
はブロイラーに限る）を図 1に示した［12］．ブロイラー
は，単年度あたりおよそ 6～6.5 億羽が食鳥処理されて
いる．2001 年度までは，毎年度 50～70 万羽を超える
MDによる廃棄数が報告されていたが，これ以降の廃棄
数は大幅に減少した．これは，同時期にMDワクチン
の卵内接種が普及してきたことが原因の 1つとされる．
ただし，現在のMDの廃棄数は横ばいであり，2004 年
度から 2013 年度にかけて，およそ 4 万～18 万羽 /年
度で推移している．
農林水産省が公表している家畜衛生統計では，全国の
家畜保健衛生所で診断されたMDの事例数が記載され
ている（表）［17］．2011～2012 年を除き，毎年数千例
の報告がある．

3　MDの病理発生［5, 9, 16］

MDは，複雑な病理発生機構を有することで古くから
多くの研究者の注目を集めてきた．MDVは DNAウイ

ルスであり，ヘルペスウイルス科，アルファヘルペスウ
イルス亜科，マルディウイルス属に分類される．マル
ディウイルス属には，トリヘルペスウイルス2（GaHV2，
血清型1），トリヘルペスウイルス3（GaHV3，血清型2），
及びシチメンチョウヘルペスウイルス 1（MeHV1，血
清型 3）が含まれる［11］．MD における腫瘍は，
GaHV2 の腫瘍原性が高いウイルス株によって誘発され
る．GaHV2 のワクチン株は腫瘍を誘発しない．同様に
腫瘍原生を持たない GaHV3 やMeHV1 もワクチン株と
して使用されている．

MDは，リンパ増殖症候群 lymphoproliferative syn-

dromeとしてのリンパ腫が主要な病態である．野外症
例のリンパ腫は早くて 30 日齢前後からみられ，特に 90
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図 1　2001～2013 年度におけるブロイラーの食鳥検査数
とMDによる廃棄数［12］

表　2003～2014 年に家畜保健衛生所において診断
されたMDの事例数［17］

年 MD事例数 年 MD事例数

2003 5,761 2009 7,430
2004 1,054 2010 4,301
2005 2,503 2011   376
2006 2,565 2012   379
2007 1,317 2013 1,181
2008 2,389 2014 2,616
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MDにおけるリンパ腫細胞は，体内のさまざまな臓器
（肝臓，腎臓，心臓，脾臓，腺胃など）に浸潤するほか，
末梢神経や皮膚，眼球に浸潤しやすい．末梢神経の重度
の病変は，肉眼的な形態異常を伴い，臨床的に脚麻痺や
翼麻痺として観察される．腫瘍細胞の浸潤巣では，若干
の炎症細胞（T及び Bリンパ球など）の浸潤を伴うこ
とも特徴である．腫瘍化したリンパ球では，MDVの腫
瘍化に関わる癌関連タンパクMDV EcoRI-Q（MEQ）
の蓄積が認められる［13, 20］．
近年，国内外で成鶏におけるMDの発生が散発的に

報告されているが，この原因は明らかではない［10, 
22］．米国では，病原型の強いMDV野外株が確認され
ており，感染実験において一部のワクチンでは予防効果
に乏しかったことが報告されている［21, 22］．ほかに，
ワクチン失宜や一時的な免疫抑制，他の環境要因などが
関与した可能性も指摘されている［10, 22］．
また，鶏以外の鳥種におけるMDの発生が報告され
ている．日本では，うずらのほか，野性のマガンでMD

が報告されている［1, 7］．また，北海道の野生水禽（ガ
ン，カモ類）では，MDVが広くまん延している可能性
が指摘されている［15］．海外では，カンムリシャコ，
ムナグロシャコ，七面鳥などでMDもしくはMD様疾
病が報告されている［6, 8, 19］．

4　診　　　　　断

MDは古くから存在しているにもかかわらず，MDの
確固たる診断法はいまだ定まっていない．

MDVは野外環境で広くまん延している．ワクチン接
種は腫瘍形成を抑制するが，MDV野外株の感染や体内
における増殖は防げない．したがって，MDの診断にお
いて，鶏からのウイルスの分離や遺伝子検出，感染後抗
体の検出に診断的な意義は乏しい．農林水産省の病性鑑
定指針によると，MDは病理組織検査により診断される

～240 日齢での発生が一般的である．また，非腫瘍性疾
患として，リンパ変性症候群 lymphodegerative syn-

drome（早期死亡症候群や免疫抑制），中枢神経症候群
（一過性麻痺や持続性神経病），血管症候群（動脈硬化症）
などのさまざまな病態を起こす．ウイルス株による病原
型の違いや鶏の遺伝的素因，ワクチン接種状況，免疫応
答状態，飼養環境などさまざまな因子が複雑に病態に関
与する．ワクチンを接種された鶏では，リンパ腫及び非
腫瘍性疾患の発生は大きく抑制される．
鶏におけるMDVの最初の感染は，ふ化後に環境中の
ウイルスを吸入した肺で起こる．その24～36時間後に，
ウイルスはマクロファージなどの貪食細胞によって，
ファブリキウス囊や胸腺，脾臓などのリンパ組織に達す
る．ウイルス感染後 3～8 日頃に，MDVは主として B

リンパ球に細胞溶解性感染を起こす．組織学的には，各
リンパ組織においてヘルペスウイルス性の核内封入体を
伴う壊死巣が観察される．この際，病変が重度で死亡す
る病態を早期死亡症候群と呼ぶ．
一過性麻痺は，臨床的に数日間の頸部や脚の弛緩性麻
痺を主徴とする．血管内皮傷害や血管炎に伴う脳の浮
腫，リンパ球やマクロファージによる囲管性細胞浸潤が
病態に関与している．ウイルス感染後 8～18 日頃に臨
床症状が観察されている．通常，症状及び脳病変は消退
するが，まれに持続的なリンパ球浸潤が起こる場合もあ
る．

MDVは皮膚の羽包組織にも到達し，羽包上皮細胞に
おいて核内封入体を伴う持続的な細胞溶解性感染を起こ
す．実験では，感染後 11～14 日頃より羽包組織でウイ
ルス抗原が検出されている［4］．羽包上皮細胞で産生さ
れるウイルスは細胞遊離性 cell-freeウイルスであり，
ウイルスは上皮細胞の剝離（フケ）とともに外界へ排泄
される［2］．ウイルスは野外環境下で数カ月間感染性を
保持するため，羽を介したウイルス排泄は，野外でのウ
イルスのまん延に重大な役割を担う．なお，鶏の羽包上
皮細胞以外の細胞で増殖するMDVは，直接接触する細
胞にのみ感染を広げる細胞随伴性 cell-associatedウイ
ルスである．細胞随伴性ウイルスは細胞外に放出され
ず，感染細胞が破壊されると感染性を失う．

Bリンパ球への細胞溶解性感染に引き続き，MDVは
Tリンパ球（主として CD4＋細胞）への潜伏感染が主
体となり，潜伏感染 Tリンパ球は体内を巡り始める．
体内のMDVに対する抗体は，ウイルスが潜伏感染する
細胞には無効である．潜伏感染した細胞では，基本的に
ウイルスの増殖はなく，MDVのゲノム（全遺伝情報）
がわずかに存在している．感染後 3～4 週経過すると，
一部の潜伏感染 Tリンパ球が腫瘍化（形質転換）を起
こす．ただし腫瘍化は必発ではない．組織学的に，腫瘍
は T細胞性リンパ腫である（図 2）．

図 2　マレック病発症鶏におけるリンパ腫の組織像
矢頭は腫瘍細胞の有糸分裂像を示す．
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とはできない．ワクチンの効果を高く維持するために
は，ワクチンの適切な接種とともに，ワクチンによる免
疫効果が現れる時期までの隔離飼育や，飼育設備の洗浄
消毒などの適切な飼養衛生管理が重要である［10］．
MDは人獣共通感染症ではなく，公衆衛生学的な問題は
ない［16］．

6　お　わ　り　に

現在の日本では，MDに対するワクチンの普及と，飼
養衛生管理技術の向上などが，MDの発生防止に大きな
効果を上げている．育種により鶏のMDに対する抗病
性も向上している．しかしながら，いまだに一定数の
MDの発生が続いている点や，確定診断に困難さを伴う
点が問題である．国外ではMDV野外株の病原性が増強
しつつあることが報告されており［21］，日本でも同様
の事象が起こる可能性がある．新しいワクチンや診断技
術の開発，また腫瘍化に関するウイルス学的研究や病理
発生機構の解明に向けた研究が進展することが期待され
る．
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